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事業名 概要 目的 内容 概算事業費 実施団体・キーマン等 実施による効果 事業実施のスケジュール

川口地内でＡＲ事業

ＡＲコンテンツを通じ
て、川口の名所、風景、
歴史を知り、観光集客に
つなげるもの。

ＡＲコンテンツを通じて、川口
の名所、風景、歴史を知り、観
光集客につなげる。

川口の各所（観光名所、被災地等）にＡＲマーカーを設置
し、ＡＲコンテンツを製作する。同時に各所を回ると景品
がもらえるスタンプラリーを実施する。ＡＲコンテンツ
は、写真、文章など比較的製作が容易なもの。ＡＲは「Ｃ
ＯＣＯＡＲ２」というアプリで行う。スタンプラリーは同
アプリ内で使用可能。

1,090,000

川口が好きな人なら誰で
も。昔の写真、美しい風景
写真を持っている人、文章
が得意な人等がいると良
い。

川口地内の各所にコンテ
ンツを設置することで
（スタンプラリーも併
用）特別なイベントがな
くても川口を訪れる人が
増える可能性。

場所の選定
コンテンツの製作＆収集
ＣＯＣＯＡＲ社との契約
ＡＲマーカー製作

川口米を育てて新米食
す。

田植え、稲刈り体験を通
じて米のありがたみや、

の良さを感じてもらい、
交流人口の増加及び地域
活性化を図るもの。

地域資源が少なく、どんどんと

と自分米の育てて食べるまで。

工程をポイントごとに宿泊して体験することで、米のあり

自分の米が作れる。

498,500

・地元農家

・支所
・他多数

交流人口の増加・地域活
性化

田植え･･･１泊２日
稲刈り･･･１泊２日
（収穫祭）

みんなで防災体験
大規模な防災イベントを
開催し、災害に備える意
識を高めるもの。

中越大地震を経験したことのな
い子ども達とともに、川口の住

をするもの。災害の怖さとその
後の避難生活を体験するもの。

・中越大地震の写真や新聞または、ニュース番組を流す。
・ハザードマップを展示し、自宅の場所の危険度、避難先
の確認などジオラマみたいなのを作って目でみてもらう。
・地震実験車、降雨体験車などを借りて体験してもらう。
・災害後の生活を体験。例えば、ガスなどを使わない料
理。段ボールの部屋。応急手当の仕方など。災害クイズを
する。

694,000
・消防団
・地域の防災担当者
・医療関係者

災害時、後の救助がくる
までの自分たちの行動を

んなの災害防災意識を高
めるもの

中越大地震
１０月２３日前後の日曜日

メイドイン川口
美味しいものをがっつり

けるな

川口地域の特産品の生産
過程を見学体験し、川口
地域の良さを知ってもら
うことで、交流人口の増
加及び地域活性化を図る
もの。

地元の特産品、ひげにんにくや
鮎、マコモダケを作った料理を
作って川口の良さを知ってもら
う。

特産品の生産過程を見学体験。調理を含めて実際にやって
もらい食べる、そして泊まる。

455,250

・（株）えちご川口農業振
興公社
・生産者、農家
・地域代表
・支所
・他多数

交流人口の増加・地域活
性化

夏のイベント時期
春や秋等の収穫時期
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※Augmented Realityの略。「拡張現実」の意味。
実在する風景に、デジタル合成などによって作られたバーチャルの視覚情報を重ねて表示し、人間の現実認識を強化して拡張する技術、またはコンピューターによって拡張された現実環境を指す。
「拡張現実感」「強化現実」「増強現実」とも呼ばれる。 「ＩＴ用語辞典／大塚商会記載より」

※

別紙 ３


